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空洞充填工がさらに進化。
エアモルタルの“優位性”は損なわずに、水に強く、
5,000mの長距離圧送が可能に。

NLG工法は、非エア系グラウト材を使用したトンネル等の背面空洞や、構造物と地山との空洞等の充填を目的とした工法です。
特に長距離圧送に長け、距離の長いトンネルの補修工事には最適の材料です。
また、水中でも安定した状態（不分離）を保ち、湧水のある場所や水中での施工も可能です。

5,000m 長距離圧送が可能

流動性の高い材料である主材（Ａ液）および可塑剤（B液）をそれぞ
れ別系統で圧送し、注入箇所（先端）にて混合・注入することで長距
離圧送を可能としました。（水平距離として5,000mの圧送が可能）

充填性に優れる

可塑状の材料で、力（若干の圧力）を加えることにより流動性を保
持し、材料分離することなく空隙に充填されていき、流動性に優れ
ています。

非漏出性、非収縮性が
ともに高い

可塑状の材料であることで、トンネル覆工および構造物のひび割れ
や目地からの漏出がなく、また、材料の収縮性が低いためトンネル覆
工および構造物と背面の地山との密着性を保つことができます。

優れた
水中不分離抵抗性

水中打設や流水等、水の影響による材料分離を起こしにくく、水中
施工でも安定した状態を保てるため、湧水や滞留水のある場所で
の充填に適しています。

施工性がよく、
安定している

主材（A液）および可塑剤（B液）は、製造しやすく取り扱いが容易で
あることで施工性がよく、高い流動性も備えています。また、非エア
系の材料で、施工箇所の環境条件に対し、影響を受けにくく安定し
ています。

主材（Ａ液）

主材（Ａ液）フロー 主材（Ａ液）＋可塑剤（Ｂ液）

5,000m圧送試験圧力推移グラフ
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使用材料

品質管理基準値（目標値を含む）　標準配合（Ⅰ）の場合

配合例

システム全体図 ※基準値はNEXCOの「矢板工法トンネルの背面空洞注入工設計・施工要領」
※Pロートフロー及びブリーディング率は目標値 

施工フロー

－ 1.54±0.05 9程度 5以下 － － － － －

－ － － － 80～155 130～205 － 1.5以上 不分離

－ － － － 100以下 170以下 ＋1.0以内 － 不分離

主材（Ａ液）

試験項目
材料名 温度

（℃）
密度
（g/㎝3）

Pロートフロー
（秒）

ブリーディング
（％）

シリンダーフロー
（㎜）

打撃フロー
（㎜）

水中分離
（pH）

圧縮強度σ28
（N/㎜2） 水中充填

Ａ＋Ｂ液
（直後）

A＋Ｂ液
（60分後）

可塑剤（Ｂ液）

主材（Ａ液）

固化材
KT助材
KT-2

特殊混和剤
混練水
KT-1

セメント
特殊微粒子骨材
特殊増粘材
高性能減水剤

清水
可塑剤

項目 材料名 品種

350 350 25 2.6 （744） 40～

400 400 25 3.0 （714） 40～

主材(Ａ液)：1000ℓ

固化材
（㎏）

標準配合
（Ⅰ）
標準配合
（Ⅱ）

KT-2
（㎏）

KT助材
（㎏）

特殊混和剤
（㎏）

混練水
（㎏）

KT-1
（L）

可塑剤
（Ｂ液）

標準配合の使用材料

【２液注入システム】

主材（Ａ液）の流量を自由に設定し圧送ポンプを稼働することが可
能で、可塑剤（Ｂ液）においては主材（Ａ液）に対し、設定された比率
（添加量）を自動的に調整、圧送ポンプを稼働することができます。
また、稼働開始時の可塑剤の添加のタイミングや同様に停止時の

タイミングを自由に設定することもできます。注入箇所では注入圧力を
自動で監視し、設定圧力に達すると自動でポンプを停止することが
でき、注入再開時には注入箇所から再起動することも可能です。

圧力
センサー

主材（A液）混練プラント

主材（A液）圧送ポンプ

可塑剤（B液）
タンク

可塑剤（B液）
流量検出器

主材（A液）
流量検出器

可塑剤（B液）
圧送ポンプ

5種類の材料で計
量が容易なので扱
いやすく、混練時
間も短くて済む

KT-1
固化材

（セメント）
特殊
混和剤 KT助材 混練水 KT-2

1種類で且つ液体
であるため取扱、
圧送が容易

A液

A液

B液

B液

ミキシングユニット

注入

施工システム

注入（製造）プラント設置例

材料・品質特性

注入箇所

主材（Ａ液）密度 Ａ＋Ｂ液フロー値（シリンダー） Ａ＋Ｂ液水中分離

主材（Ａ液）フロー値 Ａ＋Ｂ液フロー値（打撃）

NLG工法注入プラント設置図（標準図）

KT-2（フレコンパック）

KT-2（フレコンパック）運搬車

セメント・混和材運搬ローリー車

バッチャープラント

制御盤

制御盤 A液圧送ポンプ A液流量検出部

B液タンク

B液圧送ポンプ

トンネル

セメントサイロ（縦型30t）

KT助材（縦型30t）

スクリュウーコンプレッサー（100HP）

4.9tクローラークレーン

主材（A液）混練

ハイウォッシャー
主材（A液）圧送ポンプ

KT-1（B液）流量検出器

KT-1タンク（1000L）

KT助材タンク（2000L）

注入箇所へ（25A）
2液注入システム制御盤

注入個所へ（50A）

全自動プラント

1000～5000m

17000

27500

12
00
0

給水槽（20m3）

KT-1（B液）圧送ポンプ

圧力計補機 圧力計主機

先端圧力検出機

B液流量検出部

主材（A液）流出検出器



JHS背面空洞注入材適用性確認試験

■充填性確認試験

■非漏出性確認試験

■非収縮性確認試験

■水中分離抵抗性試験

アーチ型型枠水中充填試験

【NEXCO基準「矢板工法トンネルの背面空洞注入工設計・施工要領」】
・容器内全体に注入材が充填され角材やH型鋼との間にも隙間無く密実に充填がなされていること。

【NEXCO基準「矢板工法トンネルの背面空洞注入工設計・施工要領」】
・60分経過後において5ミリ以下の隙間に完全流出があってはならないこと。

【NEXCO基準「矢板工法トンネルの背面空洞注入工設計・施工要領」】
・28日硬化後の収縮量が2㎝以下であること。

【NEXCO基準「矢板工法トンネルの背面空洞注入工設計・施工要領」】
・注入（製品投入）直後からの60分経過後のpH測定比率が±10%以内であること。

▶既設廃棄管充填工事

▶構造物基礎下空洞充填工事

▶床下等構造物下空洞充填工事 ▶護岸、堤防等下の空洞充填工事（特殊例）

▶トンネル、水路等の補修（裏込注入）工事

護岸下構造物床下

注入プラント 注入箇所

注入箇所注入プラント

道路トンネル（高速） 道路トンネル（一般国道） 水路トンネル

橋台（フーチング）下

各種試験結果 用途

施工実績

最大空隙10ミリの隙間にわずか
に浸透（2センチ程度）したのみ。

収縮は平均2.0ミリで、収縮
率は0.2%と問題なし。

型枠を解体して、その充
填性がよく分かる。

型枠全景 充填状況 型枠解体後状況充填完了

充填状況 充填完了

充填状況 充填完了 硬化後状況

製品投入前 製品投入直後 投入後60分

注水開始 充填完了充填状況 型枠解体状況

殆ど濁ること無く、pH
の値も＋0.3（＋3.3%）
と問題ない。

注水量は15L/minで充填速度
（30L/min）の50%の割合で注水。

充填中は殆ど水が濁らない。
（注水しながらの充填）

型枠解体後の状況確認でも、
分離していないことが分かる。

地山

トンネル

三次注入
一次注入ニ次注入

注入管（確認孔）

地下地盤

NLG

若干の加圧で隅々まで
十分に充填されていく。


